
夏の風物詩の一つ「高校野球」我が母校（成立学園）は、東東京都大会準決勝で帝京高校（優勝校）と対決。惜しくも敗退。来年こそは甲子園に！
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討議資料

八潮市議会議員　あさだ和宏（43歳）無所属（民主・市民クラブ）
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継続こそ・力なり!!
子育て世代の声を市政へ!!

地方政治改革ネット 会員
青年地方議員の会 会員

所　属　団　体

１９６８年　３月２８日

八潮市に生まれる（現在43歳）

市立大瀬小（八小）大原中（二中）を卒業

私立成立学園（商業科）を卒業

０１年　（社）八潮青年会議所理事長
（青年会議所の事業を通して、
政治のあり方・教育問題に関心を持つ）

０１年　９月市議選に立候補
（最年少候補（当時）３３歳）
１２２９票１２位当選
０５年　９月　
2度目の市議選に立候補（３７歳）
１４１５票９位当選
０9年　９月　
3度目の市議選に立候補（41歳）
１733票3位当選

現在、3期目（民主・市民クラブ）
専修大学　法学部（２部）現在4年生

プロフィール

未来の八潮・子どものために…

ホームページ
あさだ和宏 検索

　夏本番を迎え、連日厳しい暑さが続いていますが、皆さんお変わりありません

か？私は日々、元気に活動をしています。

今年の夏は震災の影響等で、節電が一段とクローズアップされるなど例年とは少

し違う雰囲気もありますが、工夫をしながら暑さに負けず元気に日々をお過ごし

下さい。

６月議会が開催（６月１日〜２０日）されました。
今回の議会で私は原発事故に伴う放射線の測定について一般質問を行いました。

（詳細は次ページ）この件に関しては、市内にお住まいの保護者（特に小さなお

子様をお持ちの方）の皆さんから「市内の放射線の量はどうなの？」と心配され

る声が私の所にも多く寄せられました。（実際にお会いして相談した方や、メー

ル等で要望を寄せられた方など様々でした）

この件に関しては、本市では簡易測定器を購入し測定結果を市のホームページで

公表しています。「参考値」（現在は埼玉県でも実施しています）また、市民の

皆さんへ、測定器の貸出しも実施しています（予約が取りにくい状況）

このような取組みは、県内や近隣市の中でも比較的早い段階で実施しており、こ

の件に関して市役所としての取組みは評価すべきものであると私は考えていま

す。

地方分権一括法が施行され１０年以上が経過しました。以前のような国や県から

の指導や通達を待って様々な施策を実施する時代ではありません。これからの行

政（自治体）は「自治体が自ら積極的に動く」ことが重要だと考えます。

これからも、議員としては勿論ですが、議会としても先に述べたような先駆的な

取組みが実施出来るように、私自身も日々、努力をしてまいりますので宜しくご

指導をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　
八潮市議会議員　　あさだ和宏

上田 きよし 埼玉県知事 ３期目当選！！上田 きよし 埼玉県知事 ３期目当選！！

暑中お見舞い申し上げます

　今回、カラス部隊（ウグイスの男性版）として、上田知事（候補）と一緒に活動
をしました。
特に秩父での「出陣式」、寄居町で一泊し、上田知事と、身近に政治に関して議
論をしたことは貴重な体験になりました。
３期目も、県民のトップリーダー、さらに混迷する日本を動かす人物としてご活
躍されることを期待します。

上田きよし氏　１,１９１,０７１票（八潮市　１２,３００票）
　　　　　　　投票率　２４.８９％　（八潮市　２３.５３％）

知事選出馬要請のために県庁を訪れた際



事
務
従
事
に
つ
い
て
」の
依
頼
文
書
が
県
内
の
県

立
高
校
宛
に
提
出
、５
月
６
日
に
埼
玉
県
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら「
埼
玉
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
高

校
生
の
選
挙
事
務
の
従
事
に
つ
い
て
」の
依
頼
文

書
が
各
市
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
へ
通
知
さ

れ
た
。

今
回
の
知
事
選
挙
に
は
間
に
合
わ
な
い
が
、今
後

は
、選
挙
管
理
委
員
会
に
諮
り
、実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
和
宏
の
考
え
・
意
見

　「
出
来
れ
ば
、今
回
の
知
事
選
挙
か
ら
実
施
し

て
ほ
し
か
っ
た…

」と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

私
は
、若
い
世
代
の「
政
治
離
れ
」「
選
挙
に
無
関

心
」が
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。確
か
に
私
も
20

代
の
頃
は
決
し
て
関
心
が
高
か
っ
た
と
言
え
ま

せ
ん
が
、多
少
の
関
心
は
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
ケ
ー
ス
も
、小
さ
な
取
り
組
み
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、高
校
生
の
社
会
参
画
の
一
助
に
は

な
る
こ
と
は
確
実
で
す
。答
弁
で
は
、「
今
後
、実

施
し
た
い
」と
い
う
趣
旨
の
回
答
で
し
た
。次
の

選
挙（
衆
議
院
選
挙
？
）に
は
、市
内
の
高
校
生
が

選
挙
事
務
を
し
て
い
る
姿
が
見
れ
る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。

在
、生
産
緑
地
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
１

７
５
地
区
に
つ
い
て
、耕
作
状
況
及
び
、指
定
標

識
の
設
置
状
況
の
確
認
を
実
施
。そ
の
結
果
、耕

作
状
況
に
つ
い
て
、農
地
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い

な
い
箇
所
が
２
地
区
、標
識
の
設
置
の
所
在
が
確

認
で
き
な
い
箇
所
が
32
地
区
あ
っ
た
。

　

農
地
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
を
所
有

し
て
い
る
方
へ
の
指
導
は

　

適
切
に
管
理
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。

　

生
産
緑
地
指
定
さ
れ
た
場
合
と
、そ
う
で
な
い

場
合
、課
税
標
準
額
が
か
な
り
違
う
が
、一
般
的

に
ど
の
位
ち
が
う
の
か

　

場
所
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
が
、約
２
０
０
倍

違
う
。

　

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
標
識
が
劣
化
し
て
い

る
箇
所
が
多
く
あ
る
が
、今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

今
年
度
予
算
の
範
囲
内
で
順
次
、新
た
に
設

置
、ま
た
判
読
出
来
る
よ
う
に
修
復
し
て
い
く
予

定
。

　
和
宏
の
考
え
・
意
見

　
こ
の
問
題
は
、市
内
で
農
業
を
営
ん
で
い
る

方
か
ら
相
談
が
あ
り
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま

し
た
。

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
と
、使
途
が
限
定
さ

れ
る
な
ど
厳
し
い
要
件
が
あ
る
一
方
で
、再
質
問

で
も
分
か
る
よ
う
に
税
に
対
し
て
優
遇
策
が
あ

り
ま
す
。

本
市
の
場
合
、数
箇
所
が
不
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
が
、根
拠
法
と
な
る
法
に
は
罰
則
規

定
が
な
く
行
政
と
し
て
は「
指
導
」を
し
て
い
く

方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
も
随
時
、改
善
す

る
よ
う
に
指
導
す
る
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た
。

　

吉
川
市
や
杉
戸
町
で
は
、４
月
に
実
施
さ
れ
た

県
議
会
議
員
選
挙
時
の
投
票
事
務
の
一
部
を
、公

募
に
よ
る
市
内
の
高
校
生
に
行
っ
て
も
ら
う
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。今
後
、本
市
で
も
実
施

す
る
考
え
に
つ
い
て

　

本
年
４
月
28
日
に
県
か
ら
、「
高
校
生
の
選
挙

は
、保
護
者
が
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、余
震

が
続
く
最
中
、低
学
年
児
童
が
一
人
自
宅
で
待
機

を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。今
後
の
こ
と
を
考
慮
し
、同
様
な
事
態
が
発

生
し
た
場
合
、市
の
統
一
見
解
、マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

今
回
の
大
地
震
で
は
、本
市
は
震
度
５
弱
と
今

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
揺
れ
を
感
じ
ま
し

た
が
、学
校
周
辺
で
は
大
き
な
被
害
が
な
か
っ
た

た
め
に
各
学
校
で
は
安
全
を
確
認
し
、引
き
取
り

や
集
団
下
校
と
い
う
形
で
教
員
が
途
中
ま
で
引

率
す
る
な
ど
し
て
下
校
さ
せ
た
。

後
日
、緊
急
に
各
校
長
を
招
集
し
、対
応
状
況
の

課
題
や
反
省
点
を
挙
げ
、今
後
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
共
通
理
解
を
図
り
ま
し
た
。今
回
の
課
題
で

は
、公
共
交
通
機
関
の
運
行
停
止
、そ
れ
に
伴
う

交
通
渋
滞
等
の
状
況
把
握
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ

と
を
ふ
ま
え
、学
校
と
し
て
行
う
こ
と
は
、子
供

た
ち
が
保
護
者
か
ら
手
を
離
れ
、保
護
者
に
返
す

ま
で
が
学
校
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き

今
後
、こ
の
よ
う
な
場
合
は
、確
実
に
学
校
か
ら

保
護
者
の
手
元
へ
引
き
渡
し
を
し
て
い
く
こ
と
を

再
確
認
し
た
。

　
和
宏
の
考
え
・
意
見

　
震
災
発
生
か
ら
数
日
後
、あ
る
保
護
者
の
方

か
ら
、学
校
の
対
応
に
関
し
て
私
に
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。（
内
容
は
当
日
、都
内
の
会
社
か
ら

帰
宅
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、結
局
夜
10
時
過
ぎ

ま
で
、小
さ
い
お
子
さ
ん
一
人
で
自
宅
待
機
し
て

い
た
）

今
回
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
の
対
応
が
ま
ち
ま

ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、教
育

委
員
会
と
し
て
今
後
は「
引
き
取
り
を
原
則
」と

い
う
一
つ
の
目
安
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、再
質
問
で
提
言
し
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う

な
事
態
と
な
っ
た
場
合
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

防
災
無
線
を
活
用
し
、確
か
な
情
報
を
積
極
的

に
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
提
案
し
、

教
育
委
員
会
側
も
、今
後
整
備
す
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て
、市

と
し
て
実
態
調
査
を
実
施
し
た
時
期
と
そ
の
調

査
結
果
に
つ
い
て

　

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、平
成
21
年
12
月
現

◎高校野球埼玉大会予選、２回戦では、八潮南高校ｖｓ八潮高校の「八潮ダービー」が実現！（球場で応援しました）試合は八潮高校の勝利！

市
独
自
の
放
射
線
量
の
測
定
に
つ
い
て

震
災
発
生
時
の
下
校
方
法
に
つ
い
て

 

３
月
に
発
生
し
た
原
発
事
故
以
来
、多
く
の
市

民
か
ら
市
内
の
放
射
線
量
の
測
定
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。本
市
で
も
独
自
に
市
内
の

保
育
所
、学
校
、公
園
等
、子
ど
も
達
が
集
ま
る
場

所
を
中
心
に
測
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、市
の
考
え
に
つ
い
て

　

市
で
は
国
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
同
様
の
ガ
ン
マ

線
を
測
定
す
る
携
帯
測
定
器
を
15
台
購
入
し
、学

校
、保
育
所
、公
園
等
の
継
続
的
な
監
視
測
定
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

測
定
す
る
場
所
に
つ
い
て
例
え
ば
学
校
の
場

合
、校
庭
の
中
央
部
分
で
測
定
を
し
て
い
る
が
、

校
庭
の
隅
や
植
え
込
み
等
、比
較
的
、放
射
線
量

が
高
い
と
思
わ
れ
る
場
所
も
測
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

　

現
段
階
で
、国
や
県
の
測
定
基
準
が
な
く
、そ

の
中
で
ど
の
よ
う
な
測
定
が
良
い
の
か
県
に
確
認

を
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
、市
民
の
方
へ
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
行

う
予
定
だ
か
、も
し
市
民
の
方
が
あ
る
箇
所
で
測

定
し
、か
な
り
高
い
放
射
線
量
が
出
た
場
合
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　

担
当
部
署
と
連
携
し
、適
宜
迅
速
に
関
係
機
関

と
相
談
し
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
和
宏
の
考
え
・
意
見

　
今
回
の
件
は
、今
ま
で
私
た
ち
が
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
事
態
で
あ
り
、市
役
所
内
の
部
署

で
も
放
射
線
に
対
し
て
専
門
的
な
知
識
が
な
い

中
で
、ど
う
対
処
す
る
の
か
行
政
側
も
苦
慮
し

た
と
思
い
ま
す
。こ
の
問
題
は
一
自
治
体
で
解
決

す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、本
市
は
比
較

的
数
値
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
地
域
の
一
つ

な
の
で
、明
確
な
基
準
を
独
自
で
設
定
を
し
、対

応
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
11
日
の
震
災
発
生
時
、小
学
校
の
下
校
方

法
が
各
小
学
校
で
違
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
、中
に

　
今
回
、放
射
線
の
測
定
の
関
係
で
、朝
田
議
員
が
質

問
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、初
め
て
議
会
を
傍
聴

し
ま
し
た
。正
直
、傍
聴
す
る
前
ま
で
は
、議
場
が
ど
こ

に
あ
っ
て
、ど
ん
な
議
員
が
い
て
、い
つ
議
会
が
開
か
れ

る
の
か
、関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、今
回

の
こ
と
を
契
機
に
、も
っ
と
八
潮
市
の
こ
と
や
、議
会
の

こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、今
回
友
人
も
傍
聴
し
ま
し
た
が
、傍
聴
席
は

満
席
で
、議
場
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、別
室
で
音
声
だ

け
の
傍
聴
？
で
し
た
。（
そ
れ
も
聞
こ
え
づ
ら
か
っ
た
と

の
こ
と
）

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、近
隣
の
市
議
会
で
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
等
で
、い
つ
で
も
手
軽
に
見
れ
る
と
の

話
で
す
。ぜ
ひ
、八
潮
市
議
会
で
も
早
急
に
整
備
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◎
大
学（
４
年
目
）も
前
期
が
終
了
、９
月
中
旬
ま
で
夏
季
休
暇
中
で
す
。さ
て
前
期
で
何
単
位
取
得
出
来
た
か
？（
結
果
は
い
か
に・・・）

QQQQ

QQ

Q

一
般
質
問

AAA

A
生
産
緑
地
制
度
に
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育てる会・日帰り親睦旅行の報告育てる会・日帰り親睦旅行の報告

相馬市からお礼の手紙が届きました。相馬市からお礼の手紙が届きました。
　旅行にご参加いただいた方や、事前に届けてい
ただいた方等から、沢山の浄財を預かり、後日、福
島県相馬市へ直接届けさせていただきました。
（相馬市震災孤児等支援金支給基金）
※この基金は、今回の震災で両親等を失い孤児と
なった方に対して、学業や生活を支援するために、
孤児が１８歳となるまで毎月３万円を支給する基
金です。
　写真は、市長から孤児一人一人に支援金を手渡
した時の様子。中にはまた幼い子供の姿があり、早
くこの悲しみを乗り越え、元気に育ってほしいと願う
ばかりです。

　６月６日（日）毎年恒例の育てる会親睦旅行が開催さ

れました。３月１１日に東日本大震災があり開催するか

どうか検討いたしましたが、参加費の一部を復興支援す

る形で開催し１４０名の参加をいただきました。今年は

山梨方面の旅行となりました。ぐずついた天候でしたが、

最近の議員の行いの良さ（近年雨男返上）？か、朝から良

い天気に恵まれました。八潮を出発し、ハーブ庭園の散

策、お楽しみのさくらんぼ狩り、昼食、ワイン工場見学を行

い、帰路渋滞に巻き込まれましたが無事八潮に戻ってき

ました。

　今回、皆様から頂いた参加費の一部と当日集まった義

捐金は、相馬市の遺児、孤児の支援金として寄付させてい

ただきました。皆様の温かい気持ちに感謝申し上げます。

来年も皆様のご参加お待ちしております。

報告　　　　小櫃

◎来月は９月議会が開会となります。９月議会は補正予算の他に、前年度会計の決算認定があるので、ボリューム満点です。そろそろ一般質問の準備をして万全の体制で臨みます。

◎ 
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和宏の独り言…和宏の独り言… ～当たり前のことに感謝する～

　多くの皆様のご協力をいただき、６，２６６筆の署名が集まり

ました。過日、関係者と共に、多田市長を訪れ、直接、署名を渡し

ました。

　現在、現場では建設工事が始まっています。建設を中止するこ

とは難しい状況ですが、建物の色彩・緑化、ネオンサインについ

て、行政側と業者側が協議中とのことです。

（ちなみに議会に同様の趣旨の請願が提出されましたが、賛成

少数で不採決（否決）（私は建設に反対）となりました。

八潮駅前（南口）パチンコ店建設中止を求める署名活動の報告

◎毎日、暑い日が続いています。熱中症予防のためにも、こまめな水分補給と適度な休憩を忘れずに！

被災地ボランティア活動の報告被災地ボランティア活動の報告

　震災発生から３ヶ月が経過した６月・７月、上記の地域に災害ボランティアとして活動してきました。作業内容は、津波で流され

てきた瓦礫（小さいもの）の撤去、家の床下に溜まった土砂の撤去、側溝に溜まった土砂（ヘドロ）の撤去作業が主な内容でした。

　被災地では、街中の瓦礫は撤去されていますが、街中には津波によって破壊されたままの建物がそのままの状態でした。

復興には、まだまだ時間が掛かりますが、私も出来る範囲で、これからも災害ボランティアに協力していきたいと思います。

　皆さん、こんにちは！
　今回、週末を利用して３回、被災地へ災害ボランティアに参加しましたが、阪神淡路大震災と違う点は、地震により津波が
発生し、甚大な被害が発生したことです。
私も活動の合間に沿岸部の状況を確認してきましたが、海に近い地域ほど、津波の直撃を受けて、鉄筋構造の建物以外は、
コンクリート土台だけ残っているという状況でした。
この状況は、テレビ等での映像で見ていましたが、実際に自分の目で確認したときには、思わす息を飲んでしまいました。
　きっと津波が来るまでは、のどかな漁村だった、松並木が美しい海岸線だったろう、平穏な日々だったろう・・・と。
一瞬にして多くの尊い命と財産を奪われてしまいました。
　先日、現地で作業をしていて、私の友人が小学生の名札を土砂の中から発見しました。
思わず発見した時は、「持ち主はどうなったのか」と頭を過ぎりました。「きっと当日、家に忘れていたのかな」それとも・・・。
私達の地域では、震災後、数ヶ月は品不足や計画停電等、多少の混乱が生じましたが、現在はかなり元の生活に戻りつつあり
ます。
原発事故による放射線の問題等、まだまだ懸念しなければならない状況もありますが、少々のことで不満を言わずに「当たり
前に生活できること」に感謝をする必要があると思います。

現地では、まだまだボランティアを必要としている地域が多くあります。
皆さんもこの夏、機会がありましたら是非、現地でのボランティア活動に参加してみてはいかがでしょうか。　　　　　　和宏

◎６月18・19日　宮城県東松島市野蒜地域（個人）
◎７月  ８・  ９日　宮城県石巻市地域（八潮市社会福祉協議会主催）
◎７月１７・１８日　宮城県東松島市野蒜地域（個人）


